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休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で緊急医の情報を
ご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

�23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分

医科 　―――――――――――

午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会の

　ホームページ

http://sdent.hp.infoseek.co.jp/

をご確認ください。

開設日 　――――――――――

開設場所 ―――――――――

歯科 　―――――――――――

日曜日、国民の祝日、8月15日

および年末年始

診療は医科・歯科ともに外来

のみです。利用されるときは、

必ず「健康保険証」などをご

持参ください。
いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

緊 急 医

内科、小児科

診療時間 ―――――――――

午後8時～午後11時

受付 　―――――――――――

午後7時30分～午後10時30分

開設日 ――――――――――

月、火、金、土、日曜日

（祝日は除く）

休診日 ――――――――――

水、木曜日、国民の祝日

および年末年始

開設場所 　―――――――――

新城市夜間診療所
新城市字北畑54番地1

（新城市民病院東側隣接地）

�24-1161

3月
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金
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住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場を
ご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易

裁判所噴水

　中国原産の樹木で、奈良時代のころに遣隋使によって持ち込

まれたとされます。�梅雨（つゆ）は、梅の実が実るころに降る

雨ということに由来します。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

夜　間
診療所

休　日
診療所

診療時間
午後7時～午後11時
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

ながしのクリニック�（長篠）

くまがい医院�(富永)

ちさと医院�（杉山）

緑が丘診療所�(緑が丘)

織田医院�(下吉田)

宮本病院�(海老)

米田内科�（平井）

荻野医院�（長篠）

静巌堂医院�（副川）

あいきょうクリニック�(大野田)

おさだファミリークリニック(本町)

西新町内科整形外科外科医院(東新町)

茶臼山厚生病院�(富沢)

のだクリニック（中市場）

中根医院�（本町）

米田内科�（平井）

むらまつ内科�（東新町）

内山医院�(平井)

しんしろフィットクリニック�(川路)

星野病院�(大野)

内山医院�(平井)

西新町内科整形外科外科医院(東新町)

中村医院�（的場）

高木内科医院�（栄町）

のだクリニック（中市場）

ほうらいクリニック�(大野)

今泉病院�(栄町)

中村医院�（的場）

ながしのクリニック�（長篠）

静巌堂医院�（副川）

ちさと医院�（杉山）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

さくら眼科（上平井）　　　　� 22-4100

石川整形外科クリニック（平井）　� 24-6500

石川整形外科クリニック（平井）　� 24-6500

皮フ科新栄クリニック（平井）　� 24-6022

春日眼科（杉山）　　　　　　� 24-3222
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吉
野
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詩
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岡
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史
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佳
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健
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八
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穂

富
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長
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岡
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平

井

四

谷

黒

田

氏
　
　
　
名
　
　
　

　性
別
　

　保
護
者
　
　
　

地
　
区

1月届出分

※1月1日～31日の間に届け出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
�
23
‐
7
6
2
3

�
23
‐
7
2
9
6

   jo
h
o
@

c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

●em
●問

毎
日
5
回
、
15
分
間
放
送

①

午
前
8
時
 
 

②

午
後
1
時

③

午
後
4
時
 
 

④

午
後
7
時

⑤

午
後
11
時

番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後

7
時
に
入
れ
替
え
、
1
週
間
ご
と
に

更
新

市政番組キャラクター「亀姫」

※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　
の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

2
月
24
日

　
～

3
月
3
日

3
月
24
日

　
～

3
月
31
日

3
月
31
日

　
～

4
月
7
日

3
月
3
日

　
～

3
月
10
日

3
月
10
日

　
～

3
月
17
日

3
月
17
日

　
～

3
月
24
日

・
長
篠
保
育
園
竣
工
式
�

・
東
郷
東
小
学
校
　
1
週
目
�

・
自
治
基
本
条
例
、
市
民
委
員
の
募
集

・
湯
谷
温
泉
花
ま
つ
り
�

・
東
郷
東
小
学
校
　
2
週
目
�

・
キ
ラ
リ
☆
見
ぃ
〜
つ
け
た
！
「
み
ど
り
の
小
道

　
環
境
日
記
　
舟
着
小
学
校
　
白
井
結
花
さ
ん
」

・
し
ん
し
ろ
節
句
ま
つ
り
�

・
東
郷
東
小
学
校
　
3
週
目
�

・
新
桜
通
り
ふ
ぇ
す
た

・
上
手
に
お
運
び
で
き
る
か
な
？

　
〜
新
城
幼
稚
園
　
お
茶
会
〜
�

・
東
郷
東
小
学
校
　
4
週
目
�

・
し
ん
し
ろ
軽
ト
ラ
市

 
〜
「
の
ん
ほ
い
ル
ロ
ッ
ト
」
始
ま
る
〜

・
O
S
J
新
城
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
　
2
0
1
0
�

・
鳳
来
西
小
学
校
　
１
週
目
�

・
キ
ラ
リ
☆
見
ぃ
〜
つ
け
た
！

　
「
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
」

・
国
道
1
5
1
号
新
城
バ
イ
パ
ス

　
開
通
記
念
式
典
�

・
鳳
来
西
小
学
校
　
2
週
目
�

・
課
長
さ
ん
教
え
て

　
「
平
成
22
年
度
予
算
」

放

送

日

番

組

内

容

6歳（平成15年6月9日生まれ）

4歳（平成17年5月22日生まれ）

1歳（平成21年2月11日生まれ）

父　田中克彦さん・母　美岐さん（鳳来・大野）

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
�
23
‐
7
6
2
3
　
　in

fo
@

c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

●em

●問

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
2
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

1歳
（平成20年10月20日生まれ）

1歳
（平成20年10月20日生まれ）

温瞳くん 心暖ちゃん

父　松井章人さん・母　美佳さん（新城・橋向）

集まれ ! ちびっ子広場に登場する「ちびっ子」を皆さんから募集します。
対象／市内在住の1歳から小学校入学前までのお子さん。

美緒ちゃん

来奈ちゃん

梨結ちゃん

（右）

（中）

（左）

（右）（左）

　
　
　
そ
う
す
け

　
　
　

し

お
ん

　
　
　
ゆ
う
し
ん

　
　
　
そ
う

た

　
　
　
な
お

や

　
　
　
も
も

な

　
　
　
と
う

り

　
　
　
　

の
ぞ
む

　
　
　
は
る

と

　
さ
　

あ
　

や

　
　
　
い

ぶ

き

　
　
　
ら
い

き

　
　
　
し

ゅ

う

　
　
　
お
う

き

　
　
　
さ
い

か

　
　
　
　
　
は
な

　
　
　
　
　

そ
う

　
　
　
ゆ
う

た

み 　 お

ら 　 な

り 　 ゆ

た なかかつひこ み き

は る と こ は る

まつい あきと み か
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い
っ
し
ょ
に
始
め
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
平
成
20
年
か
ら
第
一
次
新
城

市
総
合
計
画
の
基
本
理
念
「
新
た
な
公
共

が
導
く

市
民
自
治
社
会
の
実
現
」
を
進

め
る
た
め
、
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
庁

内
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
検
討
を
し
て

き
ま
し
た
。
平
成
22
年
度
か
ら
本
格
的
に

制
定
に
向
け
て
の
検
討
を
行
う
た
め
、（
仮

称
）
新
城
市
自
治
基
本
条
例
を
考
え
る
市

民
会
議
を
設
置
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民

委
員
を
公
募
し
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
と
は

　
自
治
基
本
条
例
は
、
地
域
課
題
へ
の
対

　
応
や
ま
ち
づ
く
り
を
誰
が
ど
ん
な
役
割

　
を
担
い
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
決
め
て

　
い
く
の
か
を
文
章
化
し
た
も
の
で
、
自

　
治
体
の
仕
組
み
の
基
本
ル
ー
ル
を
定
め

　
た
条
例
で
あ
る
。
多
く
の
自
治
体
で
は
、

　
情
報
の
共
有
や
市
民
参
加
・
協
働
な
ど

　
の
自
治
の
基
本
原
則
、
自
治
を
担
う
市

　
民
、
市
長
・
行
政
、
議
会
な
ど
の
そ
れ

　
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
、
情
報
公
開
、
計

　
画
・
審
議
会
な
ど
へ
の
市
民
参
加
や
住

　
民
投
票
な
ど
自
治
を
推
進
す
る
制
度
に

　
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

　
出
典:

フ
リ
ー
百
科
事
典
「
ウ
ィ
キ
ペ

　
　
　
　
デ
ィ
ア
」（W

ik
ip

e
d

ia

）

募
集
期
間

　
３
月
１
日

（月）
〜
25
日

（木）

　
18
歳
以
上
で
市
内
在
住
、
在
勤
・
在
学

　
の
方

※
土
・
日
曜
日
ま
た
は
平
日
の
夜
間
に
、

　
会
議
に
出
席
で
き
る
方

　
15
人
以
内

委
嘱
期
間

　
４
月
〜
平
成
23
年
3
月
31
日

内
容

　
自
治
基
本
条
例
に
関
す
る
基
本
的
な
考

　
え
方
を
整
理
し
、
平
成
23
年
3
月
ま
で

　
に
市
長
に
提
言
し
ま
す
。

会
議
の
開
催

　
基
本
開
催
回
数
15
回
／
年
間

※
会
議
の
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
増
加
す
る

　
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
会
議
開
催
日
は
、
基
本
的
に
土
・
日
曜

　
日
、
平
日
の
夜
間
と
し
ま
す
が
、
委
員

　
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
決
め
ま
す
。

①
検
討
内
容

　
松
下
啓
一

氏
（
相
模
女
子
大
学
教
授
）

　
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
、
講
師
に
よ
る
勉

　
強
会
、
区
長
・
市
民
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ

　
な
ど
を
行
い
な
が
ら
委
員
同
士
が
討
議

　
し
提
言
書
に
ま
と
め
ま
す
。

②
開
催
場
所

　
本
庁
会
議
室
（
基
本
）
、
文
化
会
館
会

　
議
室

③
そ
の
ほ
か

　
若
干
の
謝
礼
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
指
定
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

　
し
、
じ
ょ
う
ほ
う
課
に
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
も
可
能
で
す
。
応
募
用
紙
は
、

　
市
民
課
窓
口
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総

　
合
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
に
備
え
る
ほ

　
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
ダ
ウ

　
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

郵
送
先

　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　
（
住
所
の
記
入
不
要
）

　
新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
市
民
会
議
委
員
募
集
」
係

　
23
‐
７
２
９
６

　jo
h
o
@

c
ity

.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

※
こ
の
市
民
会
議
は
、
市
政
の
施
策
や
事

　
業
を
提
案
、
検
討
す
る
も
の
で
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。

※
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
、
市
長
の
コ

　
メ
ン
ト
を
2
0
0
9
年
広
報
し
ん
し
ろ

　
「
ほ
の
か
」
６
月
号
に
掲
載
し
て
あ
り

　
ま
す
の
で
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

市
の
総
合
計
画
が
ま
ち
づ
く
り
の
「
設
計
書
」
だ
と
す
れ
ば
、
自
治
基
本
条

例
は
ま
ち
づ
く
り
の
「
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
る
た
め
の
手
引
き
で
す
。

こ
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
は
、「
市
民
全
員
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
人
公
」
言
わ
ば

「
市
民
主
権
」
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
し
ま
す
。

新
城
市
自
治
基
本
条
例
制
定
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
図

22年度

23年度

市
　
長

議
　
会

提
　
言

市
民
会
議

条
例
案
策
定

委
員
会

答
　
申

諮
　
問

上　程
事
務
局
（
市
）

提言書を基
に、条例案
を作成する

条例について
基本的な考え
方をまとめる

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
�
23
‐
7
6
2
3

け

い

い

ち

●em ●fax

●対●定

●応

●問
■本
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募
　
集

募
　
集

春
の
市
民
茶
会
と

い
け
ば
な
諸
流
展

東
浦
町
「
於
大
ま
つ
り
」

見
学
者
募
集

　
姉
妹
提
携
を
し
て
い
る
知
多
郡

東
浦
町
の
「
於
大
ま
つ
り
」
の
見

学
者
を
募
集
し
ま
す
。
東
浦
の
春

を
満
喫
し
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

　
４
月
17
日

（土）

　
午
前
８
時
　
鳳
来
総
合
支
所
発

　
（
市
役
所
経
由
）

　
午
後
５
時
　
帰
着
予
定

　
（
雨
天
の
場
合
は
中
止
）

　
東
浦
町
於
大
公
園
・
於
大
の
み

　
ち
・
乾
坤
院
一
帯

　
市
内
在
住
の
方

　
30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　
無
料

※
昼
食
は
各
自

　
希
望
者
全
員
（
４
人
以
内
）
の

　
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

　
年
齢
・
電
話
番
号
を
は
が
き
に

　
記
入
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
（
代
表
者
の
氏
名
に
◎
印
を
記

　
入
）

　
３
月
31
日

（水）
必
着

　
結
果
は
代
表
者
に
連
絡
し
ま
す
。

郵
送
先

　
〒
4
4
1
‐
1
6
9
2

　
（
住
所
の
記
入
不
要
）

　
鳳
来
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
市
文
化
協
会
で
は
、
春
の
市
民

茶
会
と
い
け
ば
な
諸
流
展
を
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

春
の
市
民
茶
会

　
３
月
21
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
文
化
会
館

　
宗
　
流
…
和
室

　
売
茶
流
…
301
講
習
室

　
前
売
　
二
席
　
　
　
　
　
800
円

　
当
日
　
一
席
　
　
　
　
　
500
円

※
お
茶
券
取
り
扱
い

　
茶
華
友
の
会
会
長
　
今
泉

　
�
23
‐
３
２
６
６

い
け
ば
な
諸
流
展

　
３
月
20
日

（土）

　
午
前
9
時
〜
午
後
５
時
　
　

　
21
日

（日）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

　
文
化
会
館
展
示
室

　
無
料

「
ア
ー
ト
押
し
花
展
」

　
身
近
に
咲
く
花
々
を
押
し
花
に

し
て
作
品
を
作
り
ま
し
た
。
押
し

花
の
素
晴
ら
し
さ
、
楽
し
さ
を
感

じ
て
く
だ
さ
い
。

　
３
月
３
日

（水）
〜
31
日

（水）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館

（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道
入
口
）

　
休
館
日
は
月
・
火
曜
日
（
祝
日

　
の
場
合
は
翌
日
）

観
来
館
3
月
の
展
示

地
域
振
興
課

�
32
‐
0
5
1
3

地
域
振
興
課

�
32
‐
0
5
1
3

み

に

こ

ん

か

ん

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
〔
3
月
分
〕

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
電

源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単

な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、

て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
3
月
20
日

（土）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
計
６
時
間
）
　

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
18

　
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者（
キ

　
ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な

　
い
方
な
ど
）

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
１
，

０
０
０
円
を

　
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　
2
月
22
日

（月）
〜
3
月
4
日

（木）

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
郵
便

　
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　
号
、年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）
　

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

（
住
所
の
記
入
不
要
）

　
新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
1
2

�
23
‐
2
0
0
2

jo
h

o

‐2@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

市
文
化
協
会

�
23
‐
7
6
5
6

広
告

すずたつ→検索

ふれあい相続後見センター

法務経営顧問　39,800円（年間）先着順、限定

鈴木達也行政書士事務所
新城市宮ノ西4-16

くらし・ビジネス・サポートセンター

★「相続」「遺言」「後見」★「補助金」「経営革新」 

★家系図作成　69,800円～

会社・ＮＰＯ・公益法人　契約　離婚

農地法　各種許認可　不動産　入国管理

【相談無料】

　
地
域
の
出
来
事
・
身
近
な
話
題

な
ど
、
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と

を
、
「
”ホ

ッ
“
と
情
報
」
の
コ

ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。

　
時
間
は
、
写
真
･
ビ
デ
オ
な
ど

の
映
像
を
取
り
入
れ
、
２
分
以
内

で
す
。

　
5
月
放
送
分
の
撮
影
を
、
4
月

23
日

（金）
に
行
い
ま
す
。
出
演
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
3
月
8
日

（月）

ま
で
に
じ
ょ
う
ほ
う
課
へ
、
Ｅ
メ

ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
政
治
・
宗
教
・
営
業
な
ど
に
関

　
わ
る
放
送
は
で
き
ま
せ
ん
。

市
政
番
組
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」

出
演
者
募
集

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
2
3

�
23
‐
7
2
9
6

jo
h

o
@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

0536-22-4175

suzutatsu@tees.jp（メール推奨）

●申
●問

●他 ●〆

■鳳

お

だ

い

け

ん

こ

ん

い

ん

●時●所●￥●時●所●￥

●他 ●時

●時
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■鳳

●所

●所

●時

●所●応

●応

●対

●対

●￥
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新城図書館 　�23‐2333　�24‐3415●問

開館時間　午前9時～午後8時

連日開館　休館日は月末１日のみ

貸出冊数　一人8冊まで（15日間）

貸出券作成　鳳来・作手各総合支所でも交

　　　　　付の申請可。後日自宅に郵送

ファックス貸出　ファックスで申し込めば、一

　　　　　度に3冊まで鳳来・作手各総

　　　　　合支所へ届けます。

おすすめ新着図書の紹介
「東三河郷土雑話」　 豊田珍比古／著

春夏秋冬叢書

市内吉川生まれの豊橋の

郷土史家・豊田氏の48年

ぶりの復刊書籍。東三河

の歴史を紹介した158話と

郷土随筆「三河百話」が

掲載されています。

「ふゆのゆうがた」 ホルヘ・ルハン／文

マンダナ・サダト／絵　講談社

お留守番の女の子が描い

たくもりガラスの月の絵

の中に、小さくお母さん

の姿が見えて…。美しい

絵と親子の愛情が伝わっ

てくる温かな絵本です。

「おそうじ隊長」よしながこうたく／作・絵

長崎出版

「給食番長」「飼育係長」

「あいさつ団長」に続く

わんぱく小学校シリーズ

第４弾。今回はそうじが

テーマです。豪快な小学

生たちとダイナミックな絵をお楽しみ

ください。博多弁での読み聞かせはい

かがでしょうか。

■今月は「若手作家が書いた時代・歴

　史小説」を特集します。

■「龍馬伝」「坂の上の雲」は、年間

　を通じて特集しています。

　
県
政
や
暮
ら
し
に
関
す
る
情
報
・

資
料
の
提
供
や
各
種
相
談
、
パ
ス

ポ
ー
ト
の
発
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
種
相
談

・
県
民
相
談

　
県
営
住
宅
の
申
し
込
み
、
県
の

　
仕
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
、

　
相
続
、
不
動
産
な
ど

・
労
働
相
談

　
職
場
で
の
悩
み
ご
と
、
困
り
ご

　
と
な
ど

・
交
通
事
故
相
談

　
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
の

　
方
法
、
示
談
な
ど

・
多
重
債
務
相
談

　
消
費
者
金
融
（
サ
ラ
金
）
や
ク

　
レ
ジ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重

　
債
務
の
整
理
な
ど

・
消
費
者
生
活
相
談

　
悪
徳
商
法
や
商
品
、
サ
ー
ビ
ス

　
に
関
す
る
消
費
生
活
上
の
ト
ラ

　
ブ
ル
を
専
門
の
相
談
員
が
解
決

　
の
助
言
、
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま

　
す
。

※
い
ず
れ
の
相
談
も
、
無
料
で
秘
密

　
は
厳
守
し
ま
す
。
お
一
人
で
悩

　
ま
ず
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

パ
ス
ポ
ー
ト
発
給

　
申
請
・
受
け
付
け
・
交
付
の
ほ

　
か
、
快
適
で
安
全
な
旅
行
を
し

　
て
い
た
だ
く
た
め
の
海
外
危
険

　
情
報
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

議
事
調
査
課

�
23
‐
7
6
5
7

　
今
年
も
火
災
が
発
生
し
や
す
い

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
「
消
え
る
ま

で
　
ゆ
っ
く
り
火
の
元
　
に
ら
め

っ
子
」
を
統
一
標
語
に
、
３
月
１

日
（月）
か
ら
３
月
７
日

（日）
ま
で
の

１
週
間
、
全
国
一
斉
に
春
の
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
季
節
は
、
空
気
が
大
変
乾

燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気

候
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動

を
機
会
に
、
防
火
意
識
を
高
め
、

火
災
の
な
い
街
づ
く
り
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

設
置
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
今
す

ぐ
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
安
全
対
策
室

�
23
‐
7
6
1
3

地
域
振
興
課

�
32
‐
0
5
1
2

商
工
課

�
23
‐
7
6
3
4

新
城
設
楽
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

�
23
‐
8
7
0
0

地
域
振
興
課

�
37
‐
2
2
5
9

・
認
定
基
準
に
該
当
す
る
方
（C

h

　ild

‐P
u
g
h

分
類
に
よ
り
３
カ

　
月
以
上
グ
レ
ー
ド
Ｃ
に
該
当
す

　
る
方
が
、
お
お
む
ね
身
体
障
害

　
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
り
ま

　
す
。
た
だ
し
、
診
断
前
の
６
カ

　
月
間
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取
し

　
て
い
る
方
な
ど
は
対
象
と
な
り

　
ま
せ
ん
。
）

・
肝
臓
移
植
を
受
け
、
抗
免
疫
療

　
法
を
実
施
し
て
い
る
方

　
印
鑑
、
診
断
書
、
顔
写
真
（
た

　
て
４
セ
ン
チ
×
横
３
セ
ン
チ
）

　
を
ご
持
参
の
上
、
福
祉
課
ま
た

　
は
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
市

　
民
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

　
い
。

※C
h
ild

‐P
u
g
h

分
類

　
肝
性
脳
症
、
腹
水
、
血
清
ア
ル

　
ブ
ミ
ン
値
、
プ
ロ
ト
ロ
ン
ビ
ン

　
時
間
、
血
清
総
ビ
リ
ル
ビ
ン
値

　
に
よ
っ
て
肝
臓
機
能
障
害
の
重

　
症
度
を
評
価
す
る
こ
と
。

　
国
道
1
5
1
号
新
城
バ
イ
パ
ス

の
開
通
を
祝
し
て
記
念
式
典
を
開

催
し
ま
す
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も
行
い

ま
す
の
で
大
勢
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

　
３
月
26
日

（金）

　
午
前
９
時
〜
10
時
30
分
　

　
八
束
穂
地
内
（
バ
イ
パ
ス
本
線

　
上
）

※
駐
車
場
は
会
場
付
近
に
設
け
ま

　
す
が
、
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

　
す
の
で
、
乗
り
合
せ
て
ご
来
場

　
く
だ
さ
い
。

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
式
典
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

・
パ
レ
ー
ド

交
通
規
制

　
パ
レ
ー
ド
の
際
に
開
通
区
間
と

　
市
道
八
束
穂
線
お
よ
び
市
道
須

　
長
線
と
の
交
差
点
で
一
時
的
な

　
交
通
規
制
を
し
ま
す
。

　
一
般
の
交
通
開
放
は
同
日
行
わ

　
れ
ま
す
が
、
時
間
に
つ
い
て
は

　
後
日
公
表
さ
れ
ま
す
。

　
あ
な
た
や
ご
家
族
が
、
交
通
事

故
に
い
つ
遭
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
場
合
に
備
え
て
、
一
人

年
額
360
円
の
掛
け
金
で
助
け
合

う
交
通
災
害
共
済
に
、
家
族
そ

ろ
っ
て
の
ご
加
入
を
お
勧
め
し

ま
す
。
市
内
在
住
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
年
度
末
に
平
成
22
年
度
加
入

申
込
用
紙
を
市
か
ら
区
長
を
通

じ
て
配
布
し
ま
す
。
申
し
込
み

さ
れ
る
方
は
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
掛
け
金
を
添
え
て
区

長
ま
た
は
市
内
の
金
融
機
関
（
郵

便
局
を
除
く
）に
直
接
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
転
入
な
ど
で
申
込
用

紙
が
届
か
な
い
方
は
、
市
民
安

全
対
策
室
ま
た
は
鳳
来
・
作
手

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

共
済
期
間

　
４
月
１
日

（木）
〜
平
成
23
年
３

　
月
31
日

（木）

福
祉
課

�
23
‐
7
6
2
4

都
市
計
画
課

�
23
‐
7
6
4
0

市
民
福
祉
課

�
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

�
37
‐
2
2
7
9

　
市
議
会
３
月
定
例
会
の
よ
う
す

を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
ま

す
。

　
２
月
25
日

（木）
　
予
算
大
綱
説
明

　
３
月
9
日

（火）
　
一
般
質
問

　
３
月
10
日

（水）
　
一
般
質
問

　
３
月
11
日

（木）
　
一
般
質
問
（
予

　
備
日
）

　
い
ず
れ
の
日
も
午
前
10
時
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
終
了
時
刻
は
、
議

事
の
都
合
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
ア
ナ
ロ
グ
放
送
６
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

デ
ジ
タ
ル
放
送
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

あ
れ
っ
！
い
つ
も
見
ぬ
顔
？
知
ら

ぬ
顔
？
迷
わ
ず
通
報
！
き
っ
と

役
立
つ
、
あ
な
た
の
記
憶
！

〜
皆
さ
ん
の
身
近
な
情
報
が
犯
人

逮
捕
に
つ
な
が
り
ま
す
〜

　
警
察
で
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
を

脅
か
す
ド
ロ
ボ
ウ
を
一
人
で
も
多

く
逮
捕
す
る
た
め
、
日
夜
、
努
力

を
し
て
い
ま
す
が
、
捜
査
活
動
に

は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。

「
ド
ロ
ボ
ウ
？
私
に
は
関
係
な
い
」

「
こ
ん
な
こ
と
言
っ
た
ら
迷
惑
か

な
」
「
確
か
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
か

ら
」
と
は
思
わ
ず
に

「
隣
の
家
に
ド
ロ
ボ
ウ
が
入
っ
て

い
る
の
で
は
」
「
ひ
ょ
っ
と
し
て

ド
ロ
ボ
ウ
で
は
？
」
「
こ
ん
な
服

を
着
て
い
た
よ
、
こ
ん
な
車
が
停

ま
っ
て
い
た
」
「
捜
査
の
参
考
と

な
れ
ば
」
な
ど
と
ド
ロ
ボ
ウ
と
思

い
当
た
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ

110
番
し
て
く
だ
さ
い
。

新
城
警
察
署

�
22
‐
0
1
1
0

消
防
総
務
課

�
22
‐
4
8
0
2

　交通災害共済見舞金支払い状況

年 　 　 度 　 件 数　　　金　　　額

平成18年度　　189件　 21,380千円

平成19年度　　　143件　 14,053千円

平成20年度　　　127件　　9,613千円

　
市
遺
児
手
当
（
12
〜
３
月
分
）

を
３
月
31
日

（水）
に
振
り
込
み
ま

す
の
で
、
受
給
者
の
方
は
金
融
機

関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
・
転
出
な
ど
の
際
は
、
児

　
童
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総

　
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
届
け
出

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
課

�
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

�
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

�
37
‐
2
2
1
1

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

�
35
‐
1
0
0
1

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
改
修
工

事
が
完
了
し
３
月
24
日

（水）
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
こ
の
日
か
ら
5
日
間
、
特
別

開
館
日
と
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　
３
月
24
日

（水）
〜
26
日

（金）

※
ご
来
館
の
皆
さ
ん
に
も
れ
な

　
く
記
念
品
進
呈

※
無
料
見
学
会

　
３
月
27
日

（土）
、
28
日

（日）

●時

●時●時

●時●所

●他

●内

●対

●応

と よ だ う ず ひ こ

は る な つ あ き ふ ゆ そ う し ょ

ざ つ わ

●問
■本

●問
■本

●問

■鳳 ■本

●申
●問

■作

■鳳

■本
●問

■作

●問

●問

■鳳 ■本

●申
●問

■本

●申
●問

■作
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環境課　　　�23‐7677・�23‐8388●問 本

生活衛生課　�22‐0521・�22‐0554

　
市
で
は
日
々
深
刻
化
し
て
い
る
地

球
温
暖
化
問
題
な
ど
に
対
し
、
具
体

的
な
行
動
へ
つ
な
が
る
「
き
っ
か
け
」

と
な
る
よ
う
、
省
エ
ネ
啓
発
機
器
の

貸
し
出
し
（
モ
ニ
タ
ー
制
度
）
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
家
庭
で
使
用
し
て
い
る

電
気
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
の
「
無

駄
を
な
く
す
気
持
ち
」
や
「
省
エ
ネ

実
践
行
動
」
を
促
進
す
る
た
め
の
機

器
を
取
り
付
け
て
、
楽
し
く
省
エ
ネ

を
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
省
エ
ネ
ナ
ビ
」
の

　
　
モ
ニ
タ
ー
参
加
者
募
集

　
「
省
エ
ネ
ナ
ビ
」
は
、
家
全
体
の
電

気
使
用
量
を
金
額
な
ど
に
換
算
し
、

省
エ
ネ
達
成
度
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

表
示
す
る
機
器
で
す
。

募
集
対
象
世
帯

　
市
内
在
住
で
、
自
宅
の
分
電
盤
（
屋

　
内
）
に
計
測
器
を
設
置
で
き
る
世
帯
。

※
設
置
に
つ
い
て
は
資
格
不
要
な
の

　
で
、
一
般
の
方
で
設
置
可
能
で
す
。

募
集
期
間

　
随
時
募
集
中
で
す
が
、
10
台
の
機

　
器
が
す
べ
て
貸
出
中
の
場
合
は
お

　
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
活
動
内
容

　
ご
自
身
で
家
庭
内
へ
機
器
を
設
置

　
し
、
約
６
カ
月
間
（
場
合
に
よ
り
延

　
長
可
能
）
省
エ
ネ
に
取
り
組
み
、
期

　
間
中
と
終
了
後
に
、
測
定
デ
ー
タ

　
や
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
し

　
ま
す
。

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

・
オ
ル
ガ
ン

・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

・
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
用
ワ
ン
タ
ッ
チ

 
ス
タ
ン
ド

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

・
家
庭
用
シ
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し
い

も
の
」
の
あ
る
人
は
、①
氏
名
②
住
所

③
電
話
番
号
を
生
活
衛
生
課
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
の

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

　　　　　《今までのモニター参加者の声》
・省エネナビのランプが青色（前年より省エネ）になるよう家族で楽しめ

　ました。

・ナビを目に入るところに置いて、度々見ました。

・テレビの視聴時間を短縮することに取り組みました。

・掃除機の電気使用量が意外に高かった。以後、小さいほうきとちりとり

　が登場する機会が増えました。

・長電話が電話代だけでなく、電気もよく使うことに驚きました。

・省エネナビの設置当初は、電気の節約を努力していたが、時がたつにつ

　れて省エネの意識が薄らいでしまいました。

　
「
エ
コ
ワ
ッ
ト
」
は
、
家
庭
内
の

コ
ン
セ
ン
ト
に
お
け
る
電
気
使
用
量

な
ど
を
表
示
す
る
測
定
機
器
で
す
。

エ
コ
ワ
ッ
ト
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し

込
み
、
電
化
製
品
を
つ
な
ぐ
だ
け
で

製
品
の
電
気
料
金
や
電
力
量
を
簡
単

に
測
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

貸
出
対
象
者

　
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
事
業
所

　
が
あ
る
個
人
お
よ
び
団
体

貸
出
期
間
な
ど

　
原
則
２
週
間
以
内
で
、
１
回
に
つ

　
き
１
台
を
貸
し
出
し
ま
す
。

申
込
・
引
渡
方
法

　
環
境
課
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
あ
る
「
貸
出
申
込
書
」
に
必
要
事

　
項
を
記
入
の
上
、
環
境
課
へ
ご
提

　
出
く
だ
さ
い
。
在
庫
（
3
台
）
が
あ

　
れ
ば
、
す
ぐ
に
お
渡
し
で
き
ま
す

　
が
、
貸
出
中
の
場
合
が
あ
り
ま
す

　
の
で
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
ひ
と
く
ち
メ
モ

「
譲
り
た
い
も
の
」
「
譲
っ
て

ほ
し
い
も
の
」
を
受
付
後
、
2

カ
月
間
広
報
に
掲
載
し
ま
す
。

そ
の
後
、
紙
面
に
載
っ
て
い
な

い
も
の
で
も
、
申
請
者
の
希
望

に
よ
り
継
続
し
て
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

を
！

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
受
 
 

　
付
状
況
が
わ
か
る
よ
う
に
掲

　
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お

　
楽
し
み
に
。

 
平
成
21
年
７
月
号
か
ら
12
月
号
ま

で
に
広
報
「
ほ
の
か
」
に
掲
載
し
た

物
品
の
経
過
を
お
伝
え
し
ま
す
。

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

☆
現
在
も
受
付
中
の
も
の

・
冷
蔵
庫
・
押
し
車

・
浄
水
器
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（
三
菱
製
）

・
学
習
机
（
子
ど
も
用
）
 

・
マ
グ
ネ
ッ
ト
バ
イ
ク

☆
交
渉
が
成
立
し
た
も
の

・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

・
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

・
着
付
け
用
ボ
デ
ィ

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

☆
現
在
も
受
付
中
の
も
の

・
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫

・
ガ
ス
コ
ン
ロ

・
機
織
機
（
は
た
お
り
き
）

・
糸
つ
む
ぎ
機

・
金
属
バ
ッ
ト
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

・
グ
ロ
ー
ブ
（
右
利
き
）

☆
交
渉
が
成
立
し
た
も
の

・
テ
レ
ビ
・
ソ
フ
ァ
ー

・
一
輪
車
・
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

・
真
空
管
式
オ
ー
デ
ィ
オ
類

・
ラ
ン
ド
セ
ル

※
申
請
者
が
掲
載
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
も
 

 
の
は
除
い
て
い
ま
す
。

　
「
燃
費
計
」
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
瞬
間
燃
費
や
平
均
燃
費
な
ど
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
表
示
す
る
も
の
で
、

ど
ん
な
運
転
が
省
燃
費
走
行
に
な
る

の
か
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
ラ
フ

な
ア
ク
セ
ル
ワ
ー
ク
を
心
理
的
な
面

か
ら
抑
止
す
る
た
め
の
機
器
で
す
。（
こ

の
機
器
を
装
着
し
た
だ
け
で
は
燃
費

は
向
上
し
ま
せ
ん
。）

募
集
対
象
者

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
個
人
お

　
よ
び
市
内
事
業
所
で
、
通
勤
な
ど

　
普
段
よ
く
車
を
使
用
し
、
毎
月
お

　
お
む
ね
２
回
の
給
油
、
ま
た
は
500

　
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
（
一
日
お
よ

　
そ
15
〜
20

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
）

　
走
行
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
随
時
募
集
中
で
す
が
、
３
台
の
機

　
器
が
す
べ
て
貸
出
中
の
場
合
は
モ

　
ニ
タ
ー
開
始
を
お
待
ち
い
た
だ
き

　
ま
す
の
で
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

モ
ニ
タ
ー
の
活
動
内
容

　
燃
費
計
の
貸
出
期
間
は
約
３
カ
月

　
間
で
す
。
（
３
カ
月
経
過
す
る
前
に

　
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。）

　
機
器
を
車
両
へ
取
り
付
け
、
エ
コ

　
ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
し
、
燃
料
デ
ー

　
タ
の
記
録
や
体
験
レ
ポ
ー
ト
な
ど

　
を
提
出
し
ま
す
。

※
詳
細
は
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

申
込
・
引
渡
方
法

　
環
境
課
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
あ
る
「
貸
出
申
込
書
」
に
必
要
事

　
項
を
記
入
の
上
、
環
境
課
へ
ご
提

　
出
く
だ
さ
い
。
（
貸
出
時
に
機
器
の

　
取
扱
方
法
な
ど
を
詳
し
く
説
明
し

　
ま
す
。）

申
込
・
引
渡
方
法

　
環
境
課
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
あ
る
「
省
エ
ネ
ナ
ビ
貸
出
申
込
書
」

　
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
環
境

　
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
（
貸
出

　
時
に
機
器
の
取
扱
方
法
な
ど
を
詳

　
し
く
説
明
し
ま
す
。
）

無線データ

【電力測定器】
W67・H108・D39（ミリ）

（突起物は除く）

分電盤
省エネナビ設置イメージ

コンセント
電流センサー（CT）

直線見通し10m以内

参考：�省エネルギーセンターウェブサイトより
         http://www.eccj.or.jp/

分電盤が、単相3線式または単相2線式
AC100V　75A（アンペア）以内

【表示器】
W187-H160-D27（ミリ）

（突起物は除く）

貸し出しする自動車の燃料計「燃費マネージャー」

「エコワット」の使用例

燃費計は車の年式がおおむ

ね平成12年以降の車で、「故

障診断コネクタ」のある「ガ

ソリン車」（軽、小型、普通

乗用車など）のみに対応し

ています。
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シリーズ第33話

●問

●問

市民病院　総務課
�23‐7852

　
口
の
中
に
は
絶
え
ず
細
菌
が
い
て
、

感
染
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
通
常
は
唾
液
の
持
つ
抗
菌
作
用

や
分
泌
型
の
グ
ロ
ブ
リ
ン
（
タ
ン
パ

ク
質
の
一
つ
）
に
よ
っ
て
感
染
し
な

い
よ
う
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
口
腔
ケ
ア
を
怠
る
こ
と
に
よ
っ

て
感
染
し
、
摂
食
・
嚥
下
（
食
べ
た

り
飲
み
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
）
が
で

き
な
く
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
不

都
合
が
発
生
し
ま
す
。
今
回
は
、
口

腔
感
染
と
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

【
口
腔
感
染
症
】

　
私
た
ち
が
日
ご
ろ
経
験
す
る
口
腔

感
染
症
に
は
次
の
よ
う
な
五
つ
の
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

①
口
腔
は
消
化
管
の
入
口
で
あ
る
た

　
め
汚
染
さ
れ
や
す
く
多
く
の
常
在

　
菌
が
存
在
し
、
感
染
症
が
起
こ
り

　
や
す
い
。

②
歯
疾
患
、
歯
周
疾
患
な
ど
、
歯
に

　
起
因
す
る
炎
症
が
多
い
。

③
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
、
感
染
根
管
（
感

　
染
し
た
歯
の
神
経
が
通
っ
て
い
る

　
管
）
な
ど
に
よ
る
嫌
気
性
菌
（
酸

　
素
を
嫌
う
細
菌
）
を
介
し
た
混
合

　
感
染
が
非
常
に
多
い
。

④
口
腔
は
解
剖
学
的
に
組
織
が
粗
く

　
す
き
間
が
多
く
存
在
す
る
た
め
、

　
炎
症
が
早
期
に
広
が
り
や
す
く
、

　
蜂
窩
織
炎
や
膿
瘍
と
い
っ
た
化
膿

　
性
炎
が
起
こ
り
や
す
い
。

⑤
早
い
段
階
で
炎
症
が
骨
に
広
が
り

　
や
す
く
、
い
っ
た
ん
骨
髄
炎
に
移

　
行
す
る
と
極
め
て
治
療
が
難
し
く

　
な
る
。

　
口
腔
感
染
症
は
虫
歯
の
放
置
や
不

良
補
綴
物
（
義
歯
な
ど
）
、
歯
周
病
、

親
知
ら
ず
な
ど
か
ら
起
こ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
口
腔
内
微
生
物
疾
患
と

し
て
、
口
腔
カ
ン
ジ
ダ
症
と
い
っ
た

真
菌
（
カ
ビ
）
の
一
種
に
よ
り
舌
の

痛
み
や
味
覚
障
害
を
引
き
起
こ
す
疾

患
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
口
唇
ヘ
ル

ペ
ス
や
口
腔
帯
状
疱
疹
と
い
っ
た
ウ

イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
強
い
痛
み
や
摂

食
障
害
な
ど
を
起
こ
す
感
染
症
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

【
口
腔
ケ
ア
】

　
歯
周
治
療
や
虫
歯
治
療
の
必
要
性

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
近
年

は
寝
た
き
り
の
方
の
口
腔
ケ
ア
の
重

要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
濡
れ
ガ
ー
ゼ
で
口
腔
内
の
食
べ
カ

ス
を
除
去
し
た
り
、
舌
ブ
ラ
シ
を
使

っ
て
口
臭
の
原
因
と
な
る
舌
苔
を
除

去
す
る
こ
と
で
、
舌
の
感
覚
や
味
覚

の
向
上
が
で
き
、
呼
気
中
の
メ
チ
ル

メ
ル
カ
プ
タ
ン
と
い
う
物
質
の
発
生

を
抑
え
、
口
臭
を
軽
減
で
き
ま
す
。

　
円
滑
に
嚥
下
を
行
う
た
め
に
は
義

歯
が
重
要
で
あ
り
、
義
歯
を
装
着
す

る
こ
と
で
誤
嚥
の
リ
ス
ク
が
減
少
す

る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
今
で
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
が

積
極
的
に
行
わ
れ
、
口
腔
ケ
ア
の
治

療
も
日
進
月
歩
で
す
。

　
現
在
、
厚
生
労
働
省
、
日
本
歯
科

医
師
会
で
は
「
８
０
２
０
運
動
」
が

推
進
さ
れ
、
80
歳
で
も
自
分
の
歯
が

20
本
残
っ
て
い
る
状
態
を
目
標
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
て
も

経
口
摂
取
（
口
か
ら
も
の
を
食
べ
る

こ
と
）
で
き
、
咀
嚼
で
き
る
こ
と
は
、

生
活
の
質
を
高
め
、
健
や
か
な
毎
日

を
送
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
私
た
ち
歯
科
口
腔
外
科
ス
タ
ッ
フ

は
、
こ
れ
か
ら
も
口
腔
感
染
症
の
治

療
を
行
い
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
口
腔

ケ
ア
を
お
手
伝
い
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
口
腔
の
こ
と
で
少
し
で
も
気
に
な

る
こ
と
や
不
快
な
症
状
な
ど
が
あ
っ

た
ら
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
か
ず
、

早
め
に
歯
科
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

新城市民病院
　　歯科口腔外科

 　部長医師　堀内隆作
ほ り う ち りゅう さ く

新城保健センター �23‐8551

鳳来保健センター �32‐2811

作手保健センター �37‐2839

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

荻
野
医
院

（
子
宮
が
ん
の
み
）

�
32
‐
0
0
2
0

新
城
市
民
病
院

（
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
）

�
22
‐
2
1
7
1

　
3
月
26
日

（金）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
3
月
25
日

（木）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
3
月
16
日

（火）
　
一
日
実
施
　

　
乳
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望
さ

　
れ
る
方
は
、
新
城
保
健
セ
ン
タ

　
ー
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま

　
す
。

　
大
腸
が
ん
　
　
　
　
　
　
300
円

　
乳
が
ん
　
　
　

１，
３
０
０
円

お問い
合わせ

　
3
月
9
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に
不

　
安
を
感
じ
て
い
る
方
　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
3
月
19
日

（金）
 

　
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
平
成
21
年
6
月
〜
8
月
生
ま

　
れ
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護

　
者

　
母
子
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
よ

　
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
具

実
施
期
間

　
３
月
31
日

（水）
ま
で

　
乳
が
ん
　
　
　
１
，
0
０
０
円

　
子
宮
が
ん
　
　
１
，

０
０
０
円

※
各
医
療
機
関
に
直
接
予
約
し

　
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
手
帳
を
平

成
21
年
９
月
に
対
象
の
年
齢
の

方
に
送
付
し
ま
し
た
。
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
は
３
月
31
日

（水）
が
有

効
期
限
で
す
。
早
め
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
通
知
が
届
く
前
に
、

市
が
行
っ
た
乳
が
ん
・
子
宮
が

ん
検
診
（
集
団
・
個
別
）
を
受

診
さ
れ
た
方
は
、
自
己
負
担
金

を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。
手
続

き
期
限
は
、
２
月
26
日

（金）
ま
で

で
す
。
該
当
す
る
方
は
新
城
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 
３
月
28
日

（日）

　
午
前
10
時
30
分
　
現
地
集
合

　
午
後
２
時
30
分
こ
ろ
現
地
解

　
散

※
雨
天
決
行

　
桜
淵
公
園
遊
園
地
（
こ
か
げ

　
プ
ラ
ザ
東
側
）

 
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
（
立
岩
観
音
・

　
薬
師
堂
・
風
切
山
・
荒
沢
の

　
滝
な
ど
約
15
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

　
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
（
日
吉
神
社
・

　
カ
タ
ク
リ
な
ど
約
８
キ
ロ
メ

　
ー
ト
ル
）

 
無
料

※
一
人
一
植
運
動
と
し
て
100
円

　
の
募
金
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

　
弁
当
、
飲
み
物
、
帽
子
、
タ

　
オ
ル
、
敷
物
、
健
康
保
険
証

　
（
写
し
）
な
ど

　
予
約
不
要

岡
崎
市
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会

�
０
５
６
４
‐
48
‐
８
１
０
５

こ
う
く
う

●申
●所

●時

●時

●時

●申
●所

●申
●所

●申
●所

●時 ●申
●所

●集

●対

●￥

●￥

●￥ ●内

●内

●申
●問

●時
●所
●受
●対

●内

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

●定 募集人員

日時・期間

場所・会場

受け付け

省略文字の見方

●持
●￥ 費用・会費

持ち物

●時●対 ●内 ●申
●所

●申
●所

●時●対●持

●持●他

だ
　
え
き

ぶ

ん

ぴ

つ

せ
っ
し
ょ
く

え

ん

げ

し

っ

か

ん

こ

ん

か

ん

け

ん

き

せ

い

ほ

う

　か

し

き

え

ん

の

う

よ

う

か

の

う

こ

つ

ず

い

ほ

て

つ

ぶ

つ

き

ん

し

ん

こ

う

し

ん

た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

ぜ

っ

た

い

ご

え

ん

け

い

こ

う

せ

っ

し

ゅ

そ

し
ゃ
く
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1月24日（日）、国際交流さくらと市

国際交流協会の主催による、「イン

ドネシアってどんな国？」が西部公

民館で開催されました。インドネシ

ア人留学生15人からインドネシアの

知識や踊りなどを教わり、参加者は

交流を深めていました。

今月の表紙

半
原
藩
邸
跡

じょうほう課　�23-7623　　info@city.shinshiro.lg.jp

皆さんからの情報を
お待ちしています

広報しんしろ「ほのか」では、この「し

みんのトビラ」への情報をお待ちしてい

ます。

イベント紹介や募集、地区の出来事な

ど、皆さんからの耳寄りな話をお寄せく

ださい。

　新城東高等学校では、現在、生徒会を中心に

ボランティア活動に積極的に取り組んでいます。

このボランティア活動は、地域社会との交流を

図り、人を思いやる豊かな人間性や行動力を身

に付け、大人として社会に出る前に広い視野を

養うため、有志や部活動ごとに取り組んでいま

す。最近では、茶道部が近隣の福祉施設を訪問

し、お茶のお点前を披露し、地域の皆さんの話

をお聞きしています。

　1月16日（土）には、吹奏楽部の１、２年生27人が、

音楽を通じて地域の皆さんと交流するために、

麗楽荘とサマリヤの丘のご協力でミニコンサー

トを行いました。

　時代劇や演歌のメドレーを披露した後、「荒

城の月」などを演奏にあわせて歌いました。

　「はじめは、楽しんでもらえるか不安でした

が、演奏とともに顔がほころび、皆さんから『生

の演奏はよかった』の声が届いたときには、満

足感でいっぱいでした」と振り返る吹奏楽部部

長の平松香奈さん（２年）。

　ボランティアの取り組みを通して、地域の皆

さんに私たちの活動を知ってもらえるよう練習

に励んでいます。

　本校では、地域の皆さんからの呼びかけをお

待ちしています。

　新城東高等学校　�22-2725

① たにしはゆでて身をぬく。

② わけぎはゆでてザルにあげ、水気を切りながら

　 冷まして3cmの長さに切る。

③ 調味料を合わせて鍋に入れ、火にかけてとろみ

　 がつくまで練って冷ます。

④ わけぎとたにしを③の味噌で和える。

※たにしは、流水でよく流して泥と臭みをとりましょう。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（4人分）

�わけぎ　300～500ｇ

�たにし　　　　 100ｇ

�味噌　　　　　大さじ4

�砂糖　　　　　大さじ2

�酢　　　　 大さじ1.5

�酒　　　　　 大さじ１

�みりん　　　 大さじ１

エネルギー　438kcal・食塩　9g（4人分）

　「たにし」は、歴史的に新城に深いかかわりが

あります。奥平氏が長篠城に篭城したとき、兵糧

が底を尽き、お堀のたにしや山菜を食べ、飢えを

しのいだと言われています。その後、織田・徳川

軍が勝利しましたが、そのときの苦労が、片時も

忘れることができなかったそうです。そして、大

分県中津市に移った奥平氏は、戦勝した日である

5月21日に、奥平神社で「たにしまつり」を行う

ようになり、たにしを奉納しています。新城（鳳

来地区）からも数年前まで奥平神社へ、たにしを

奉納していました。5月に行われる「長篠合戦のぼ

りまつり」では、今でも近くの水田からたにしを

とってきて奉納しています。

　昔は水田からとってきて食べたことのある「た

にし」です。今は、わけぎのぬたには、あさりの

むき身を使うと思いますが、ぜひ「たにし」でも

挑戦してみましょう。

文
化
課
　
�
23
‐
7
6
5
5

●問
■本

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

　
半
原
藩
主
で
あ
っ
た
安
部
家
は
戦
国

時
代
、
駿
河
国
や
遠
江
国
の
大
名
で
あ

っ
た
今
川
氏
の
家
臣
で
、
安
部
川
の
上

流
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　
桶
狭
間
の
戦
い
で
今
川
義
元
が
戦
死

し
た
後
、
徳
川
家
康
の
家
臣
と
な
り
、

各
地
で
軍
功
を
た
て
、
次
第
に
徳
川
氏

の
中
で
重
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
江
戸
時
代
に
入
り
、
寛
永
13
年
（
1
6
3

6
）、
八
名
郡
、
宝
飯
郡
の
内
で
四
千
石

を
受
領
し
、
慶
安
２
年
（
1
6
4
9
）

に
は
１
万
石
の
大
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
安
部
家
は
城
を
持
つ
大
名
で
は
な
く
、

参
勤
交
代
を
行
わ
な
い
江
戸
詰
め
の
定

府
大
名
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
そ
の
領

地
で
あ
っ
た
武
蔵
岡
部
（
埼
玉
県
）
、
三

河
半
原
（
新
城
市
富
岡
）
、
摂
津
桜
井
谷

（
大
阪
府
）
の
３
カ
所
に
陣
屋
を
お
き
、

代
官
が
そ
の
地
方
の
行
政
に
あ
た
っ
て

い
ま
し
た
。

　
幕
末
、
慶
応
４
年
、
安
部
家
は
明
治

の
新
政
府
側
に
つ
く
こ
と
と
し
た
た
め
、

藩
の
中
心
を
武
蔵
岡
部
か
ら
半
原
に
移

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
岡
部
藩
は

半
原
藩
と
そ
の
名
称
も
変
え
ら
れ
ま
し

た
。

　
明
治
に
入
り
、
版
籍
奉
還
、
廃
藩
置

県
に
よ
り
、
半
原
藩
は
消
滅
し
ま
し
た
。

　
最
後
の
藩
主
で
あ
っ
た
安
部
信
発
は

明
治
元
年
に
藩
邸
内
に
藩
校
「
学
聚
館
」

を
開
き
、
武
士
の
子
弟
の
教
育
を
行
い
、

多
く
の
人
材
を
育
て
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
現
在
、
半
原
藩
邸
跡（
富
岡
字
大
屋
敷
）

は
小
さ
な
広
場
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の

地
に
半
原
藩
邸
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え

る
大
き
な
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

�
市
指
定
文
化
財
（
史
跡
）

�
昭
和
38
年
１
月
１
日
 

指
定

　
四
谷
の
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存

会
が
、
田
園
自
然
再
生
活
動
コ
ン

ク
ー
ル
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
棚
田
保
全
活
動
を
発
展
さ
せ
自

然
環
境
を
生
か
し
た
都
市
・
企
業

と
の
連
携
交
流
を
図
る
な
ど
活
動

の
幅
・
質
が
総
合
的
に
優
れ
て
い

る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

鞍掛山麓千枚田保存会 副会長 小山舜二さん（左から3人目）
こ やましゅんじ

半原藩邸跡石碑

あ

ん

べ

の

ぶ

お

き

が
く
し
ゅ
う
か
ん

●問

●問

●em

は

ん

ば

ら
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1月10日�

1月9日�

1月10日�

1月17日�

1月27日�

　文化会館大ホールで成人式を行い、546人の新成人が出席し、市長や来賓の方な

どからお祝いの言葉がありました。新成人は「私たちを育ててくださった周りの

人への感謝の気持ちを忘れず、大人として自分の行動に責任を持ち、精一杯生き

ていきます。」と誓いの言葉を述べました。

　文化会館小ホールで、「聞いてください私の話」

を開催しました。小学生から高校生の21人が、各々

の意見や主張を発表しました。

　桜淵いこいの広場で消防署、

消防団、女性防火クラブ、自衛

消防隊、千郷中学校少年消防ク

ラブなど約500人、車両30台が参

加して出初式が行われました。

　「昨年は台風など大きな災害

に見舞われたが、各消防関係者

の皆様のおかげで市民を守るこ

とができている。今後も奥三河

地域の住民の生命・身体・財産

を皆様と共に守り抜きたい。」

と市長があいさつしました。

　菅守小学校で3年～6年生

13人が、キノコの菌打ち体

験をしました。菌打ちした

原木から育ったキノコが、

収穫できるのを、児童は楽

しみに待っています。

　新城総合公園および周辺道路で新城マラソンを開催しまし

た。2,300人のランナーが参加し、早春の新城のまちを駆け抜

けました。

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

川
上
優
子
さ
ん
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県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
�
22
‐
1
1
3
3

　http://w
w
w
.qq.pref.aichi.jp/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

�
＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

  

�
0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ

 

新
城
薬
剤
師
会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

�
0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く
す
り
安
心
電
話

21年 14

17

3

0

0

0

17

25

8

17

25

8

99

98

－1

22年

増減

1月中

市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数
分

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事
 
 
 

務

製
 
 
 

造

全

職

種

計

39
人

27
人

19
人

62
人

324
人

　
お
仕
事
探
し
と
求
人

の
募
集
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国

の
機
関
の
た
め
す
べ
て

無
料
で
す
。

・
お
仕
事
を
探
し
て
い

　
る
人

　
仕
事
の
相
談
、
面
接

　
希
望
者
へ
の
紹
介
、

　
履
歴
書
・
職
務
経
歴

　
書
な
ど
各
種
書
類
の

　
書
き
方
ア
ド
バ
イ
ス

・
求
人
の
募
集
を
し
て

　
い
る
会
社
な
ど

　
求
人
募
集
の
申
し
込

　
み
、
求
人
条
件
に
関

　
す
る
相
談

�
22
‐
1
1
6
0

※
平
成
21
年
12
月
末
現
在

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

育 児 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

知的障害者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

行 政 相 談

人 権 行 政 相 談

人 権 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

作手保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター会議室

しんしろ福祉会館相談室

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

じ ょ う ほ う 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

市民体育館第１会議室

都 市 計 画 課

鳳 来 総 合 支 所

作 手 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

3/1（月）　午前9時　（要予約）

3/1（月）　午前10時　（要予約）

3/5(金）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

3/11(木）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

3/11（木）午前10時～午後3時※8日（月）正午までに要予約

3/26（金）午前10時～午後3時※23日（火）正午までに要予約

3/10（水）、24（水）　午後1時～4時（要予約）

3/3（水）、17（水）　午後1時～4時

3/4（木）、18（木）　午後1時～4時

3/8（月）　午後1時～4時

3/12（金）　午後1時～4時

3/10（水）　午後1時30分～3時30分

3/24（水）　午後4時～8時　（要予約）

3/9（火）、23（火）午前10時30分～午後2時30分

3/16（火）　午後1時～4時　（要予約）

3/17（水）午前10時～午後4時 ※正午～午後1時は休憩

3/3（水）　午後1時～4時

3/9（火）　午後1時～4時

3/17（水）　午後1時～4時

3/23（火）午前10時～午後3時 ※年金の代理請求は委任状必要

3/6（土）、20（土）　午前9時～正午　（要予約）

3/13（土）　午前9時～正午　（要予約）

3/20（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

作手保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

じ ょ う ほ う 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

商 工 課

鳳来総合支所市民福祉課

市 民 課

鳳来総合支所市民福祉課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所地域整備課

作手総合支所地域整備課

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

37-2839

37-2839

32-2811

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7623

0120-874-412

23-7634

23-7634

32-1982

23-7628

32-1982

23-7625

23-7640

32-1982

37-2289

相 談 名 　 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　 と こ ろ �　　　申し込み・問い合わせ
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全面広告



広報しんしろ「ほのか」は、環境に優しい大豆インキおよび再生紙を使用しています。 

小林宏之さん
吉川地区出身

（日本航空機長）

パ
リ
の
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
殿

の
公
園
で
遊
ぶ
子
ど
も

ロ
ン
ド
ン
の
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
で

遊
ぶ
子
ど
も
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■「高度1万メートルから見た地球環境」（4月号から連載中）の執筆者小林さんにメッセージを送ろう。
　詳しくは、広報しんしろ「ほのか」平成21年12月号１８ページをご覧ください。

最終回最終回

　
自
分
が
生
ま

れ
育
っ
た
新
城

の
皆
さ
ん
に
広

報
紙
「
ほ
の
か
」

を
通
じ
て
昨
年

の
４
月
号
以
来

「
高
度
１
万
メ

ー
ト
ル
か
ら
見

た
地
球
環
境
」

と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
お
伝
え

し
て
き
ま
し
た

が
、
今
月
号
で

い
よ
い
よ
最
終

回
と
な
り
ま
す
。

　
「
か
け
が
え

の
な
い
美
し
い

地
球
、
そ
し
て
、

こ
の
地
球
上
で

も
、
地
理
的
、
環
境
に
も
最
も
恵
ま

れ
て
い
る
わ
が
ま
ち
新
城
を
次
世
代

に
」
と
い
う
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

 
ゴ
ア
元
米
副
大
統
領
は
、
地
球
の

環
境
保
全
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を

評
価
さ
れ
て
、
２
０
０
７
年
の
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
氏

は
制
作
に
携
わ
っ
た
映
画
「
不
都
合

な
真
実
」
で
も
温
暖
化
に
よ
る
環
境

破
壊
に
警
告
を
発
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
12

月
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15

の
会
議
に

お
い
て
も
各
国
の
首
脳
が
地
球
環
境

問
題
に
つ
い
て
激
し
い
討
論
を
行
っ

て
お
り
、
環
境
問
題
は
21

世
紀
の

重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
長
年
、
高
度
１
万
メ
ー
ト
ル

か
ら
、
自
分
の
こ
の
眼
で
地
球
を
ほ

ぼ
く
ま
な
く
見
続
け
て
き
た
唯
一
の

日
本
人
と
し
て
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

新
聞
、
雑
誌
な
ど
で
発
信
し
続
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
次
の
４
つ
に
要
約
さ

れ
ま
す
。

（１）

か
け
が
え
の
な
い
地
球
の
美
し
 

　

さ
と
あ
り
が
た
さ

（２）

近
年
の
急
速
な
温
暖
化
に
よ
る

　

地
球
の
姿
の
変
貌

（３）

ま
だ
間
に
合
う
地
球
に
は
自
然

　

の
回
復
力
も
あ
る

（４）

美
し
い
地
球
を
次
世
代
に
残
す

　

た
め
の
取
り
組
み
を

　
か
け
が
え
の
な
い
美
し
い
地
球
を

次
世
代
に
残
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
関
心
を
持
っ

て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
上

空
か
ら
地
球
を
見
続
け
て
き
て
感
じ

る
こ
と
は
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た

新
城
と
い
う
地
は
こ
の
地
球
上
の
な

か
で
も
最
も
地
理
的
条
件
、
環
境
条

件
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
し
か
も
、
新
城
市
は
、
愛
知
県

内
は
も
と
よ
り
、
全
国
的
に
も
環
境

問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

自
治
体
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。
日
本
列
島
の
中
心
に
あ
り
、

近
い
将
来
に
は
、
新
東
名
高
速
道
路

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
市
内
に
開

設
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
新
城
地
区
、

作
手
地
区
、
鳳
来
地
区
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
を
持
っ
た
資
源
が
あ
り
、

そ
の
特
色
を
生
か
し
、
自
然
環
境
と

共
生
し
な
が
ら
、
交
通
の
利
便
性
の

向
上
と
い
う
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
、

新
城
市
は
素
晴
ら
し
い
地
に
な
っ
て

ゆ
く
十
分
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
可
能

性
）
を
持
っ
て
い
ま
す
。
地
理
的
に

も
、
自
然
の
環
境
に
も
恵
ま
れ
て
い

る
、
こ
の
美
し
い
わ
が
ま
ち
新
城
を
、

次
世
代
に
残
し
て
ゆ
く
た
め
、
新
城

の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
に
期
待
を
し

つ
つ
、
翼
を
降
ろ
す
こ
と
と
し
ま
す
。

　
１
年
間
の
ご
愛
読
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
ず
さ

へ

ん

ぼ

う


